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読出し回路は多チャンネルの並列処理が可能なアナログ IC 及びシリアルデータ転送の手法を用いることで、GEM 検
出器からの膨大なチャネル数を高速にかつ少ないケーブル数で読み出すことを実現することが出来る。また、既存の
中性子検出器とのトリガー情報及びデータ並びの整合性を保つためトリガーロジックは一つのモジュールに集約さ
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ピークを確認した。その結果、基底状態を識別した状態でのパイ中間子のエネルギー分布を得ることが出来、理論と
の分布と比較を行うことで g’ΔΔ の値についての示唆を得ることが出来た。 
















 核物理研究センタ ・ーサイクロトロンからの 400 MeV陽子ではコヒーレントπ中間子生成の断面積が小さいため、
g’ΔΔ の導出に必要な統計精度を得るには至らなかったが、エネルギー分解能における利点を活かして、12C の基底状
態分離に必要な分解能 4.4 MeV をほぼ達成することに初めて成功した。このように実験自体の価値が十分に高いこと
に加え、本論文で申請者は、コヒーレントπ中間子生成イベントであることを確認するために注意深い解析およびシ
ミュレーションとの比較を行い、また、ほぼ単独で先端的な検出器・回路系を開発・駆使して測定を成し遂げた実験
手腕は、非常に高く評価できるものである。よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認
める。 
